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福
岡
県
春
闘
共
闘
連
絡
会
議
総
会
及
び
２
０
１
９

年
県
民
春
闘
討
論
集
会
が
、
12
月
9
日
、
福
岡
市
博

多
区
で
88
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、
情
勢
学
習
と
と

も
に
、
２
０
１
９
年
春
闘
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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総
会
で
は
、
と
ど
ま
る

と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
安
倍

政
権
の
暴
走
に
抗
し
て
、

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
安

倍
暴
走
政
治
を
終
わ
ら
せ

よ
う
と
い
う
江
口
議
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
日
本

共
産
党
真
島
省
三
前
衆
議

院
議
員
よ
り
臨
時
国
会
に

お
け
る
国
会
情
勢
報
告
と

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
、
立
憲
民
主
党
野
田
国

義
参
議
院
議
員
、
国
民
民

主
党
稲
富
修
二
衆
議
院
議

員
、
立
憲
民
主
党
山
内
康

一
衆
議
院
議
員
の
連
帯

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
代
表

幹
事
会
か
ら
２
０
１
８
春

闘
経
過
報
告
、
２
０
１
９

春
闘
運
動
方
針
案
、
決

算
・
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
及
び

新
役
員
体
制
が
全
体
の
拍

手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
春
闘
討
論

集
会
で
は
、
今
年
の
流
行

語
大
賞
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
た
「
ご
飯
論
法
」
で

も
お
な
じ
み
の
法
政
大
学

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部

教
授
の
上
西
充
子
氏
が
、

「
19
春
闘
『
働
き
方
改
革

一
括
法
』
成
立
の
下
で
の

労
働
組
合
の
課
題
・
役

割
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
上
西
氏
は
、
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
、
裁
量
労
働
制
、
残
業

時
間
の
上
限
規
制
な
ど
の

過
労
死
に
つ
な
が
る
働
き

方
を
許
さ
な
い
闘
い
、

「
36
協
定
」
締
結
の
た
め

に
全
従
業
員
の
過
半
数
に

達
し
て
い
な
い
労
組
で

は
、
過
半
数
代
表
を
獲
得

す
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど

を
強
調
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
断
片
的
な
情
報
し
か
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
中
で
、

国
会
の
内
容
が
市
民
に
正

し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
状

況
が
あ
り
、
安
倍
首
相
や

閣
僚
答
弁
の
嘘
や
ご
ま
か

し
を
明
ら
か
に
し
、
市
民

に
考
え
て
も
ら
う
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
国
会

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
」が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
、
午
後
を
通
じ
て

22
人
の
参
加
者
か
ら
職
場

の
状
況
や
闘
い
に
つ
い
て

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

労
働
者
を
使
い
捨
て
に

す
る
「
ア
ベ
働
き
方
改

革
」
の
職
場
へ
の
導
入
を

許
さ
な
い
闘
い
を
進
め
る

と
と
も
に
、
組
織
拡
大
・

強
化
を
図
り
、
２
０
１
９

春
闘
で
大
幅
な
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
る
決
意

を
山
下
新
議
長
が
あ
い
さ

つ
の
中
で
述
べ
、
参
加
者

全
員
で
決
意
を
固
め
合
い

ま
し
た
。

県春闘共闘総会・討論集会開かれる

野
党
か
ら
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
ご
飯
論
法
」の

上
西
教
授
が
講
演

22
人
の
発
言

ところ：第三博多偕成ビル（博多区博多駅南1-3-6）

「新春旗開き」
ご案内

 いかんよ貧困福岡総会

労働相談ホットライン

機関紙学校で機関紙協会大阪
の西岡健二さんを招いて学習

北九州市長選挙に立候補する
ながた浩一候補事務所開き

とき 1月10日（木）18時30分
会場 With The Style Fukuoka

         （博多区博多駅南）
会費 5,000円

●県労連

とき 1月11日（金）18時30分
会場 リーセントホテル小倉

         （小倉北区大門 1 丁目）
会費 5,500円

●北九州地区労連

とき 1 月19 日（土）18時30分
会場 ホテルサンライン福岡博多駅前

         （博多区博多駅前 4 丁目）
会費 4,000円

●福岡地区労連

県労連女性センター 第26回定期大会

　

県
労
連
女
性
セ
ン
タ
ー

は
、
第
26
回
定
期
大
会
を

12
月
1
日
に
開
催
し
21
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
午
前
中
に
下

関
大
学
の
関
野
秀
明
教
授

を
講
師
に
迎
え
「
貧
困
・

戦
争
の
ア
ベ
政
治
か
ら
福

祉
・
平
和
の
国
へ
」
と
題

し
た
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
午
後
は
、各
単
産
・

単
組
の
取
り
組
み
と
活
動

報
告
を
行
い
交
流
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
役
員
は
、
小

西
浩
子
（
福
法
労
）、
野

口
尚
代
（
年
金
者
組
合
）、

前
田
由
美
子
（
自
治
労

連
）、
宮
本
敦
子
（
福
祉

保
育
労
）、保
元
里
美
（
医

労
連
）、小
川
マ
リ
子
（
県

労
連
）
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

「学習」と「交流」を深める

労働時間の抑制、賃上げ、
組織の拡大・強化に全力を！

11月24日

11月30日
12月2日

11月25日

活動あれこれ写真で見る
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今後の日程  1/5㈯ 教育宣伝局会議　1/7㈪ 新春宣伝、県労連4役会議　1/9㈬ 県民の会臨時総会　1/13㈰北九州市長選挙告示　1/15㈫ 機関紙協会理事会、県労連幹事会　1/18㈮ 全労連九ブロ・単産地区労連代表者会議　1/23㈬ 生存権裁判

◆年末恒例の今年の漢字は「災」。毎年発生する自
然災害は、その規模も頻度も大きくなっている感じ
がします。この一年間も、豪雨災害や台風、震災な
どが発生し、多くの人たちの命と暮らしを奪い、国
の貧困な復興支援策の下、未だに困難な生活を続け

ざるを得ない人が多くいます。減災のためには、一人ひとりが暮らし
方を見直すことが必要です◆自然災害はなくすことはできないかもし
れませんが、国民生活を破壊し続ける「安倍政権」という「災」はな
くすことができます◆「野党と市民の共闘」で安倍政権を倒し、来年
の漢字は「幸」や「福」にしたいものです。� （い）

　
小
川
県
知
事
は
「
県
民
幸
福
度
日
本
一
の
福
岡
県
」
を
目
指
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
周
り
の

人
と
も
話
す
と
確
か
に
、「
そ
ん
な
に
悪
い
こ
と
は
思
い
浮
か
ば
な
い
し
、
ま
ぁ
、
福
岡
県
は
暮

ら
し
や
す
い
か
な
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
曖
昧
な
指
標
で
あ
る
「
幸
福
度
」
な

ど
を
県
政
評
価
に
す
る
の
は
あ
ま
り
に
無
責
任
す
ぎ
る
と
お
も
い
ま
せ
ん
か
。
あ
ら
た
め
て
調

べ
る
と
い
ろ
い
ろ
な
事
実
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
次
の
デ
ー
タ
を
紹
介
し
ま
す
。

金
融
危
機
と
恐
慌

―『
資
本
論
』で
考
え
る
現
代
資
本
主
義

後

集

記

編

子どもや高齢者が安心して暮らせる県政へ

関
野
秀
明
著

策
は
何
を
も
た
ら
し
た
の

か
。
そ
の
暴
走
に
よ
る
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
の
横
行
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、
格
差

と
貧
困
の
拡
大
、
さ
ら
に

「
戦
争
で
き
る
国
」
づ
く

り
へ
の
変
質
を
、
デ
ー
タ

に
よ
る
現
状
分
析
と
『
資

本
論
』
に
あ
る
理
論
・
法

則
に
立
ち
返
っ
て
本
質
を

解
明
』
と
あ
り
ま
す
。
春

闘
を
闘
う
必
読
の
本
で

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
お
読

み
下
さ
い
。

�

（
ふ
く
や
ま
け
い
じ
）

　

著
者
で
あ
る
下
関
市
立

大
学
関
野
教
授
の
講
演
を

聞
い
た
と
き
に
紹
介
さ
れ

す
ぐ
に
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
で

購
入
。

　

書
評
で
は
『「
ゼ
ロ
金

利
・
量
的
緩
和
政
策
」「
働

き
方
改
革
」
な
ど
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
な
る
経
済
政

この本
おすすめ

　

生
活
保
護
受
給
率
４
位
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
率
６
位
。

子
ど
も
の
貧
困
率
４
位
、

完
全
失
業
率
5
位
、
非
正

規
雇
用
率
５
位
、
公
立
小

中
学
校
教
員
非
正
規
率
2

位
、
後
期
高
齢
者
保
険
料

1
位
は
「
県
民
幸
福
度
日

本
一
」
と
は
と
て
も
思
え

ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
調
べ
て
み
る

と
少
し
古
い
デ
ー
タ
で
す

が
、
法
政
大
学
が
研
究
発

表
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
40
も
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
社
会
経
済
統

計
を
活
用
し
て
分
析
し
た

結
果
、
福
岡
県
は
な
ん
と

39
位
で
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
県
の
働
く

も
の
の
現
状
を
見
る
上
で

賃
金
の
現
状
を
外
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
左
上
の

表
「
県
内
民
間
労
働
者
の

賃
金
の
低
下
」
で
は
こ
の

間
賃
金
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
来
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。
１
９
９
４
年
に
比

べ
年
収
が
な
ん
と
58
万
円

も
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
左
下
の
表

で
は
、
２
０
０
万
円
以
下

の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
方

の
占
め
る
割
合
を
示
し
て

指
標
か
ら
見
る
県
政

シリーズ
県政を考える

②

「
県
民
幸
福
度
日
本
一
の
県
政
」っ
て
本
当 

４割が年収200万円以下（県内、万人）

35.0

40.0

45.0
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平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

年収300 万円以下

年収200 万円以下

県内民間労働者の賃金の低下（年額）
500

450

400

350

全国

福岡

300
１
９
９
７
年

１
９
９
９
年

２
０
０
１
年

２
０
０
３
年

２
０
０
５
年

２
０
０
７
年

２
０
０
９
年

２
０
１
１
年

２
０
１
３
年

２
０
１
５
年

97年比で年額58万円、
月額4万9千円も下がっている

幸
福
度
日
本
一
と
は

�

真
逆
の
指
標

い
ま
す
。
平
成
28
年
に
お

い
て
は
労
働
者
の
40
％
が

年
収
２
０
０
万
円
以
下
と

な
り
、
労
働
者
の
生
活
が

大
き
く
追
い
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

�　

こ
う
い
う
県
政
で
本
当

に
良
い
の
で
し
ょ
う
が
。

こ
れ
ら
を
見
る
だ
け
で
も

福
岡
県
で
力
を
入
れ
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
は
は
っ
き
り

し
ま
す
。
こ
れ
を
変
え
る

た
め
に
は
、
県
民
所
得
を

増
や
し
、
消
費
を
活
性
化

さ
せ
、
地
域
経
済
を
発
展

さ
せ
る
施
策
が
必
要
で
す
。

即
ち
、
こ
の
間
私
た
ち
が

求
め
て
き
た
地
域
循
環
型

経
済
、
最
賃
１
５
０
０
円

の
実
現
、
公
契
約
条
例
の

制
定
な
ど
早
急
な
手
立
て

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
県
労
連
は
こ
の

間
、
福
岡
県
に
対
し
て
運

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

小
川
県
政
は
ま
っ
た
く
耳

を
貸
さ
ず
現
状
は
悪
く
な

る
一
方
で
す
。
こ
の
よ
う

に
数
値
な
ど
で
県
政
の
実

態
を
見
て
い
く
と
た
く
さ

ん
問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
「
曖
昧
な
県
民
幸
福
度
」

で
は
な
く
「
生
活
向
上
が

実
感
で
き
る
県
政
」
が
必

要
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す

る
近
道
は
県
政
を
変
え
る

こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
一

緒
に
、
来
年
４
月
の
県
知

事
選
挙
で「
仕
事
」と「
く

ら
し
」
を
チ
ェ
ン
ジ
！

　

冒
頭
、伊
藤
局
長
は
「
働

き
方
改
革
は
誰
の
た
め
の

改
革
か
」
と
問
い
か
け
、

政
府
は
、
労
働
者
向
け
の

発
言
と
未
来
投
資
会
議
で

の
大
臣
発
言
を
巧
み
に
使

い
分
け
て
お
り
、
安
倍
首

相
の「『
岩
盤
規
制
に
ド
リ

ル
で
穴
を
あ
け
る
』
は
、

労
働
者
の
命
と
健
康
、
暮

ら
し
を
守
る
法
令
に
ド
リ

ル
に
穴
を
開
け
る
こ
と
だ
。

狙
い
は
企
業
が
一
番
活
躍

し
や
す
い
国
を
作
る
こ
と

に
あ
る｣

と
強
調
し
ま
し

た
。

　

福
岡
県
労
連
は
、
福
岡
・
北
九
州
の
両
地
区
労
連
と
共
催
で
、
全
労
連
・
雇
用

労
働
法
制
局
の
伊
藤
圭
一
局
長
を
招
い
て「『
働
き
方
改
革
関
連
法
』に
ど
う
対
抗
・

対
応
す
る
か
」
と
題
し
た
学
習
会
を
、
11
月
29
日
福
岡
市
で
、
30
日
北
九
州
市
で

開
催
し
、
65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　　　来年４月施行、
問われる組合の対応

働き方改革

関連法学習会

岩
盤
規
制
は

�

労
働
者
の
命
と
健
康

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を

�

掴
ん
だ
運
動
を

  

そ
し
て
「
働
き
方
改
革

関
連
法
」
で
働
き
方
に
関

す
る
ル
ー
ル
が
変
わ
る
が

ポ
イ
ン
ト
は
「
こ
こ
」
と

具
体
的
に
述
べ
、
原
則
に

帰
っ
た
36
協
定
の
活
用
の

仕
方
や
法
改
正
と
同
時
に

懸
念
さ
れ
る
事
項
、
雇
用

形
態
別
の
待
遇
格
差
に
関

す
る
法
整
備
に
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
触
れ
ま
し

た
。
早
く
は
来
年
4
月
か

ら
の
施
行
に
な
り
、
労
働

組
合
の
存
在
が
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
仕
事
」
と
「
く
ら
し
」

�

が
キ
ー
ワ
ー
ド


